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InfOnnatiOn Retrieval fOr Leaming InformatiOn Literacy using COmmercial databases 




For the purpose of students being able to think things by themselves and do things of their own will, 
the class of information retrieval had been started and the educational techniques of information 
retrieval have been examined for 7 years. The class has been regarded as the education of infonnation 
literacy, especially network literacy and infonnation use literacy. The databases of books, magazine 
articles, newspaper article, Internet Web pages and DIALOG, which have been used in the actual 
world, have been used in the class as information resources. The main educational items of the class 
vyere technical understanding of information retrieval, understanding the concept of keyword, 
understanding the information types, practice to clarify the purpose and goal of information retrieval, 
using the libraries to find out the original articles, understanding that the infonnation in English is 
powerful more than in Japanese. As the result, there were improvements of fmding out systematically 
the information resource, technical understanding of information retrieval, understanding of the 
keyword concept, formulating the retrieval expression, and clarifying the purpose and goal of 
infounation retrieval. It could be said that students got network literacy and infounation use literacy 
and were enriched the understanding of the infonnation retrieval. Most students wished to use the 
databases after the class. Information retrieval was effective for making students think things by 
themselves and do things of their own will and was able to be a new field for leaming infonnation 
literacy. 
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＊1管理運営のための使用を除いた利用実績
5－3情報検索環境
　図9に示したように情報収集に情報検索を利用しようと思いますかの質問に対し、95．92％の
学生が常に利用したい、時々利用したいと答えたことから、授業の後も学生の情報リテラシ
ーの維持向上を図るには、授業で使用したデータベースを学生が使いたいときに何時でも利
用できる環境を提供する必要があり、そのためには大学の図書館との連携が不可欠であると
考えられた。授業開始の翌年の1996年から図書館に日経ニューステレコンの利用環境が整偉
され、1998年からNICHIGAI／WEBサービスの雑誌記事索引の利用環境が整備され、1999年か
らは朝日DNAforLの利用環境が整備された。さらに2000年からは日経テレコンニュース21が
大学ρホームページから利用が可能となった。表5にデータベース利用状況を示す。日経ニュ
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一ステレ・コンのみが1分60円と有料であった。他のデータベースは契約料金体系が定額料金と
なったことから利用料金は図書館と大学の経費となり学生は無料で情報検索カ三できるように
なった。日経ニューステレコンの利用件数の低さは有料制が大きな原因と思われた。無料で
データベース利用が可能になると利用件数が飛躍的に増加したことから、学生は料金を支払
って情報を買う意識レベルにはないが、無料なら労力を使って情報検索を行うことから）情
報検索の有用性や利用価値を理解していると考えられた。
6．結果と考察
6－1結果
　情報検索の授業を情報リテラシー教育の一環と位置づけ、情報リテラシーの中でもネット
ワークリテラシーと情報活用リテラシーに重点を置いて、学生が自分で主体的に考えて自ら
行動できるようになることを目的とし7年間授業内容の改善を重ねてきた。実際に流通してい
る図書情報、雑誌記事情報、新聞記事情報、インターネットWeb情報、DIALOG情報を情報
源として使用し、情報検索の技術的理解、情報の種類の体系的理解、事前準備の重要性の理
解、キーワードの概念の理解、原文情報入手の重要性の理解、英語情報の重要性の理解を授
業の主要項目として情報検索の授業を行ってきた。
　その結果、情報源を使い分ける能力、情報検索能力、キーワードの理解力、検索式の作成
能力、情報収集する内容を具体化する能力の向上が認められた。図書情報の知識情報として
の再認識、新聞記事情報の遡及情報としての利用、インターネットWeb情報のキーワード検
索、英語情報の重要性に関する理解が深まったことから、情報リテラシーの申でもネットワ
ークリテラシーと情報活用リテラシーが身に付いたと考えられた。ほとんどの学生が授業後
も情報検索を利用したいと考えていることから情報検索の有用性の理解が進んだ。情報検索
の授業は学生が自分で主体的に考えて自ら行動できるようになるための教育手段として効果
があり、情報リテラシー教育の重要な1分野になると考えられた。
6－2今後の課題
　図書情報検索、雑誌記事情報検索の授業で原文の入手の指導を行ったように、情報検索の後
に原文を入手できなければ1青報収集が完結したことにならない。原文の入手のためには大学
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の図書館の蔵書だけでは到底カバーしきれず他の図書館、特に地域の図書館との連携が非常
に重要となる。’情報検索課題のレポート作成の際も、新潟県立図書館、新潟大亭図書館、市
町村の図書館に大変御世話になった。県立図書館を始め各図書館の蔵書情報検索がWeb上に
公開されるようになり原文の入手に大変有効な手段となっている。さらに地域の図書館全体
の一括蔵書情報検索サービスなど、地域の図書館が集まったバーチャル地域集合図書館によ
る情報提供サービスが可能になれば、地域図書館は情報社会における新しい機能を持った情
報基地になる可能性があると考えられる。
　新聞記事情報の遡及情報検索はアメリカの新聞の場合DIALOG情報検索システムでほとん
どの新聞記事を情報検索できるが、日本の場合新聞社毎に異なった情報検索システムでサー
ビスが行われている。新聞社の資産をいかに活用するかという新聞社の情報プロデューサと
しての権利が優先され、各種の新聞記事情報を調査したいといった利用者の要求はほとんど
考慮されていない。これは情報の著作権は作成者にあり尊重されるべきだという認識ができ
つつある反面、優良な情報は社会的な資産でもあるという認識が新聞社側に欠如しているた
めとも思われる。教育機関向け料金体系が日本の各情報検索システムに存在するが、D＾LOG
情報検索システムに比べると利用制限が非常に多く、アカデッミクディスカウントの内容も
充分とはいえない状況である。日本語の科学技術情報を提供している皿CSTファイルは教育機
関向け料金体系でも情報出力料金が必要で、実質的にアカデッミクデイスカウントの料金体
系が存在しない状況である。JICST庸報を英訳した情報をD＾L0α晴報検索システムで出力す
ると出力料金が不要で安価に利用が可能となるなど運用上の不整合が存在する。多くの税金
がこれまでJICSTデータベース構築に投入されたことを考えるとアカデッミクディスカウント
に対する理解が望まれる。また、全国の大学図書館の情報をデータベース化しているNACSIS
も1995年の授業開始当時から授業での使用を申し込んできたが、利用が研究目的に隈られて
おb教育用には認められないとの回答が続いている。これも多くの税金が投入された国の資
産であるという観点に立てばすぐにでも使用が許可されても良いと考えられる。このように
日本におけるデータベースの教育機関における利用環境は満足できる状況でない。情報は社
会的な資産であるという認識が浸透しアカデミックディスカウント制度の拡大や使用制限の
緩和などが早期に実現することを期待したい。なお、情報検索の授業は平成13年度私立大学
等経費補助金特別補助に採択された。
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　学内における情報検索夷境の整備や原文入手などの具体的指導に毎年ご協力を頂いていま
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